
TTC 提案山行実施記録表 2010 年 6 月 9 日 報告者：佐藤末治

山行名 アヤメ平・尾瀬ヶ原周遊 [1969ｍ・1400ｍ 群馬県]

実施日 2010 年 6 月 5 日（土）～6 日（日） 公共交通機関利用

天候／参加人員 天候：晴れ レベル：★★ 参加人員：11 名（男 6 人／女 5 人）

ﾊﾟｰﾃｨｽﾀｯﾌ CL/計画： SL: 会計: 救護： ｶﾒﾗﾏﾝ： 氏 名 削 除

参加メンバー （A） ☆

（B） ☆ 氏 名 削 除

費用

￥17,900－

（新宿までは各自負担）

関越交通ﾊﾞｽ尾瀬号(@7,000×11)￥77,000、鳩待峠行ﾊﾞｽ(@900×2×11)￥19,800

富士見小屋宿泊代(@8,400×11)￥92,400、尾瀬ぶらり館入浴代(@500×11)￥5,500

通信費￥1,000、振込手数料￥435 費用合計￥196,135

集金(@17,900×11)￥196,900 差額￥765（TTC ｶﾝﾊﾟ金）

歩行時間 休憩時間 行動時間

6/5 6/6 6/5 6/6 6/5 6/6

ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ 2:30 4:15

計画 2:30 0:20

歩行・行動時間

実行 2:35 4:55 0:30 1:50 3:05 6:45

2 日目は帰りの渋滞を

考慮してﾙｰﾄ変更。ﾖｯﾋﾟ

橋経由を取止めた。

実行コースタイム記録

◆６／５(土) 関越交通尾瀬号 乗合ﾊﾞｽ         1:30         45            20

本厚木＝＝＝新宿＝＝＝尾瀬戸倉駐車場＝＝＝鳩待峠―――横田代―――アヤメ平―――富士見小屋

6:23       7:17  7:50          11:45        11:55           12:25  13:00      14:30 14:45       15:30  15:45          16:05  （宿泊）

◆６／６(日) 50                     1:25                   50                            40                  1:10

富士見小屋―――(中間点)―――竜宮小屋―――牛首(三叉路)―――山ノ鼻―――鳩待峠＝＝＝戸倉Ｐ＝

6:05       6:55 7:00      8:25 9:00       9:50  10:20      11:00 11:40  12:50 13:10  13:35 16:30

＝＝＝新宿＝＝＝本厚木

21:35 22:00    22:41

コースの概要、特記事項、反省事項等

◆ ６／５(土) 新宿駅の JR ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙを定刻に出発し、途中三芳 PA、赤城 SA で休憩をとり尾瀬に向かう。
鳩待峠はﾐｽﾞﾊﾞｼｮｳの見頃の時期でもありﾊｲｶｰであふれていた。H さんは大好きな｢花豆ｼﾞｪﾗｰﾄﾞ｣が品切れ
でｶﾞｯｶﾘ。鳩待峠からアヤメ平間は残雪が多く、木道が雪に隠れており、目印のﾋﾟﾝｸのﾃｰﾌﾟを頼りに樹林
帯の雪原を進む。ほとんど登りを感じさせない尾根道を 1 時間半ほどで最初の高層湿原、横田代に到着
する。そこから 50 分で待望のアヤメ平に着く。荒果てた湿原はかなり復元してきたが、まだ雪解け直後
のためか、ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｶﾏがちらほら見られる程度である。しかし、眺望は抜群。正面に燧ヶ岳、後ろに至
仏山の雄姿が望め、木道は空まで延びている。富士見小屋は他に宿泊客はなく、TTC の貸切だった。尾瀬
ヶ原はﾊｲｶｰで溢れているのに何とも気の毒な話である。その為か、小屋のご主人のご機嫌は上々、我々
をあたたかく迎えてくれた。夕食前は 2 階の談話室で恒例の宴会で盛り上がる。夕食のﾒﾆｭｰはｷﾞｮｳｼﾞｬﾆﾝ
ﾆｸ、ﾌｷﾉﾄｳ、ﾏｲﾀｹ、ｺｼｱﾌﾞﾗの天ぷら、ﾊﾝﾊﾞｰｸﾞ、鹿肉の煮物、ｷﾞｮｳｼﾞｬﾆﾝﾆｸのﾏﾖﾈｰｽﾞ和え、花豆､ｶﾎﾞﾁｬの煮
物、うどん、食前酒に自家製の梅酒と食べ切れないほどのご馳走である。

◆ ６／６(日) 山小屋の朝の気温は－４℃。前日の解け始めた雪は、ｶﾁｶﾁに凍っていた。今日も快晴、南
の空には遠く富士山の姿が望めた。山小屋のご主人の話では、この時期非常に珍しいとのこと。何とも
運が良い。長沢新道の下りは全員 4 本爪ｱｲｾﾞﾝを装着し、慎重に下る。480ｍの下りは本山行で唯一、ﾊｰﾄﾞ
な山道である。尾瀬ヶ原の端に降立った途端、見事なﾐｽﾞﾊﾞｼｮｳの群生が我々を迎えてくれた。ﾊｲｶｰで混
雑する竜宮小屋で最初の大休憩をとる。この分では帰りの渋滞が予想されるため、全員の承諾をえてﾖｯﾋﾟ
橋経由を取止める。これが幸いし、尾瀬ヶ原最大のﾐｽﾞﾊﾞｼｮｳのﾋﾞｭｰﾎﾟｲﾝﾄである、下ノ大堀川沿いのﾐｽﾞﾊﾞ
ｼｮｳを観賞することができた。山ノ鼻で昼食休憩の後、帰路につく。ﾊｲｶｰの行列で流れに乗って歩いたら、
ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸで 90 分のところを 65 分で鳩待峠に着いてしまった。乗合ﾀｸｼｰで戸倉に着いたら、何と帰りの
高速ﾊﾞｽの時間まで 3 時間も余裕が出来た。早速、尾瀬ぶらり館で汗を流し、ﾊﾞｽ時間までのんびり休憩
する。戸倉温泉の泉質はｱﾙｶﾘが強く、肌がつるつるで日焼けした肌には優しかった。帰りの関越道は渋
滞し、予定より 1 時間半以上遅れて新宿に到着する。

◆ 今回の山行で見た花
ﾐｽﾞﾊﾞｼｮｳ、ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｶﾏ、ﾘｭｳｷﾝｶ、ｴﾝﾚｲｿｳ、ｵｵﾊﾞﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ、ﾀﾃﾔﾏﾘﾝﾄﾞｳ、ｻﾝｶﾖｳ etc...

◆ その他
参加予定であった Sy さんが直前に腰痛のためｷｬﾝｾﾙとなったが、会計の U さんの尽力で山小屋の宿泊費
は予約金の\2,000 のみで、追加の支払いは不要となった。 以上


